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  有限会社伸和環境は、「自分の持っている能力を発揮して一隅を照らす人になる」をモットーに
  自分自身が置かれたその場所で精一杯努力し、明るく光り輝くことのできる人こそ何事にも
  代えがたい貴い財産であることを皆が認識し、限りある資源と向き合い、
  一般廃棄物収集運搬業・産業廃棄物収集運搬業・産業廃棄物処分業（中間処理）を通じて社員一同
  環境保全に貢献できる活動を目指します。

1 環境関連法規等の順守

2 二酸化炭素排出量の削減

3 廃棄物の削減・リサイクル

4 水使用量の削減
節水に努め、水使用量削減に取り組みます。

5 グリーン購入
事業活動を通じ、環境にやさしいグリーン購入を促進します。

6 環境管理体制

有限会社 伸和環境
代表取締役 長内 正

制定日 2019年7月10日

1

廃棄物の分別と資源リサイクルの向上に努め、循環型社会の形成に貢献します。

A.環境経営方針
【環境理念】

社会の一隅を照らす

環境経営方針

環境関連法規及び、その他当社が同意する協定等の要求事項を遵守します。

電気、化石燃料などのエネルギー使用量の削減に取り組み、環境負荷の抑制に努めます。

環境経営方針を全社員に周知し、環境経営目標を設定し、定期的に見直すことにより継続
的な環境経営に取り組みます。



B.組織の概要
組織情報
事業者名
代表者
設立
資本金

ＴＥＬ 
ＦＡＸ
ＨＰ

責任者

事業の概要

収集運搬量 1733 ｔ
中間処理量 1607 ｔ
再資源化量 821 ｔ
最終処分量 786 ｔ
可燃物 433 ｔ
資源物 697 ｔ
エアコン 6 台
テレビ 70 台
洗濯機･衣類乾燥機 67 台
冷蔵庫･冷凍庫 49 台

★従業員数
★売上高

4ｔパッカー車 5 台
8ｔパッカー車 1 台
4ｔコンテナ車 7 台
4ｔユニック車 1 台
8ｔ平ボディー 1 台
軽自動車トラック車 1 台
重機 フォークリフト 2 台
重機 油圧ショベル 1 台

選別機 1 台

施設の種類
選別

処理能力

組織：本社事務所、東田中リサイクルセンター
活動範囲：一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業、産業廃棄物処分業(中間処理)

主要設備 保有車両

磁選機
(能力：21.36㎥/日）

処理施設 愛知県小牧市東田中菖蒲池1288-1
産業廃棄物の種類
廃プラスチック類、紙くず、木くず、繊維くず、金属くず、ガラスくず・コンク
リートくず（工作物の新築、改築、または除去に伴って生じたものを除く）及び陶
磁器くず、がれき類以上7品目７品目

21.36㎥/日（2.67㎥/時間）

事業の規模 ★処理量(2022年実績）（7~6月）
産業廃棄物

一般廃棄物

２5名
220百万円

リサイクル家電

認証登録の
範囲
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有限会社 伸和環境
代表取締役 長内 正
平成10年7月6日
３００万円

所在地 ★本社事務所 愛知県小牧市大字久保一色３４５８番地１
0568-41-4192
0568-41-6285
http://www.sinwakankyou.co.jp

★東田中リサイ
クルセンター

愛知県小牧市東田中菖蒲池１２８８番地１

●環境管理責任者 (取締役）橋本 万里子

一般廃棄物収集運搬業、産業廃棄物収集運搬業及び産業廃棄物処分業(中間処理）

http://www.sinwakankyou.co.jp


C.実施体制図 【推進組織】
代表者（社長） 2023年6月現在

代表取締役 長内 正

環境管理責任者（取締役）
橋本 万里子

ＥＡ担当リーダー

事務部 営業部 収集運搬部 委託部 中間処理部
主任 水上貴博 産廃リーダー 委託リーダー 処分リーダー

事務部 収集運搬部 委託部 中間処理部
以下2名 以下7名 以下4名 以下5名

《役割と責任・権限》

環境管理責任者の方針に従い環境経営システムの実施、維持、継続、改善
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環境経営レポートの作成と公開

環境経営目標、計画の作成と進捗状況管理

環境関連法の順守評価・最新版管理

環境管理システムの構築、実施、管理の責任者

従業員 自分の役割を理解し、自主的・積極的に環境活動に参加

環境関連の外部コミユニケーションの窓口

EA21担当リーダー

進捗状況のデータ収集、整理

社員の教育、訓練の実施

データの管理、収集

EA2１事務局
長縄英里・水上貴博

代表者（社長）

環境経営の統括責任者

環境経営方針の策定

環境管理責任者の任命

環境経営に関する必要な人員、設備、費用等を提供

代表者による全体の評価と見直しを実施

環境経営レポートの承認

環境管理責任者
（取締役）

営業・収集運搬・処分場における活動の推進

組織内従業員育成(教育・訓練）

環境経営計画取組結果の代表者への報告

EA21事務局

環境管理責任者の補佐



処理

取得許可一覧
①一般廃棄物 収集・運搬

②産業廃棄物許可一覧

愛知県
岐阜県
三重県

中間 愛知県 選別 選別 選別 選別 選別 選別 選別

種類 許可区域

愛知県

岐阜県

三重県

中間 愛知県
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第 02320055143 号 R5.4.18 R10.4.7

収運

第 02300055143 号 R5.9.20 R10.9.15

第 02100055143 号 R3.3.13 R8.3.12

第 02400055143 号 H31.2.10 R6.2.9

が
れ
き
類

ダ
ス
ト
類

許可番号 許可年月日 有効期限

動
植
物
性
残
さ

ゴ
ム
く
ず

※水銀使用製品産業廃棄物は収運は可、中間処理は不可

金
属
く
ず

ガ
ラ
ス
･
コ
ン
ク
リ
ー
ト
･

陶
磁
器

鉱
さ
い

D.産業廃棄物の処理工程図

許可番号 許可年月日市町村

収運

廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類

紙
く
ず

木
く
ず

繊
維
く
ず

種類

許
可
区
域

燃
え
殻

汚
泥

廃
油

廃
酸

廃
ア
ル
カ
リ

小牧市
岩倉市
大口町

有効年月日
第２９号 令和4年4月1日 令和6年3月31日
第２号 令和4年4月1日 令和6年3月31日

令和6年3月31日第２１号 令和4年4月1日

販売

販売

路盤材委託

収集運搬 選 別展 開 磁選機

ガラコン

埋立委託

廃プラ・がれき・ガ
ラス陶磁器くず

鉄くず

紙くず

焼却委託

工場内処理範囲

紙くず・繊維くず・木くず

リサイクル委託・
販売

処分 委託

木くず

焼却委託



E.環境経営目標
 環境目標は各使用量・排出量等で管理・評価する。

基準値

基準数値 2022年度 2023年度 2024年度

17,235 17,063 16,890 16,804
（1％減） （2％減） （2.5％減）

75,937 75,178 74,418 73,659
（1％減） （2％減） （3％減）

1,987 1,967 1,947 1,927
（1％減） （2％減） （3％減）

96 95 94 93
（1％減） （2％減） （3％減）

208,913 206,824 204,735 202,646
（1％減） （2％減） （3％減）

481 476 471 467
（1％減） （2％減） （3％減）

1,689 1,672 1,655 1,638
（1％減） （2％減） （3％減）

49 49 50 51
（1％増） （2％増） （3％増）

5 6.0 7.0 8.0
（1％増） （2％増） （3％増）

※基準値は11ヶ月分である為、目標値は12ヶ月分へ試算した値とします。
※弊社は化学物質（PRTR対象物質）の使用はありません。
※二酸化炭素排出係数は中部電力2017年度実績0.472(調整後)を使用
※廃棄物リサイクル率（％）＝（中間処理量—最終処分量）/中間処理量×100
※各目標項目とも少数以下は切り捨てとします。
※LPGは使用料わずかの為、目標から除外する。
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取組み項目 単位

年間目標

電気使用量 ｋWh

軽油：収運車両
：リフト：重機

ℓ

ℓガソリン：営業

CO２排出量の
削減

kg-CO2

一般廃棄物排出量 ｋｇ

エコ・グリーン商品の
採用・導入

エコ商品数

24.7〜ʼ25.6
(1２ケ月）

23.7〜ʼ24.6
(1２ケ月）

22.7〜ʼ23.6
(1２ケ月）

産業廃棄物排出量 ｔ

％廃棄物のリサイクル率

灯油：処分場控室 ℓ

20.7〜ʼ21.6
(1２ケ月）



F.環境経営目標の実績

基準値 目標値 実績

2020年
(12ケ月）

2021年
(12ケ月）

2022年
(12ケ月）

7〜6月 7〜6月 7〜6月

ｋWh 17,235 17,063 18,973

㎏-CO2 8,135 8,054 8,955

ℓ 75,937 75,178 70,933

㎏-CO2 195,917 193,958 183,007

ℓ 1,987 1,967 1,789

㎏-CO2 4,610 4,564 4,149

ℓ 96 95 60

㎏-CO2 239 237 149

二酸化炭素排出量合計 ㎏-CO2 208,913 206,824 196,265 105 〇

水使用量 m3 345 342 283 121 〇

一般廃棄物排出量 ㎏ 481 476 144 331 〇

産業廃棄物排出量 ｔ 1,689 1,672 1,607 104 〇

廃棄物のリサイクル率 ％ 49 49 51 103 〇

エコ・グリーン商品
の採用・導入

個/品目 5 6 6 100 〇

※基準値は11ヶ月分である為、目標値は12ヶ月分へ試算した値とします。（灯油以外）
※弊社は化学物質の使用はありません。
※二酸化炭素排出係数は中部電力2017年度実績0.472(調整後)を使用
※廃棄物リサイクル率（％）＝（中間処理量—最終処分量）/中間処理量×100
※各目標項目とも少数以下は切り捨てとします。

〇

灯油 158 〇
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ガソリン：営業 110

評価基準：目標比 達成率≧100 〇、８５≦達成率<100 △、８５>達成率標 ✕

電気使用量
（CO2係数0.472）

90 △

軽油：収運車両
：リフト：重機

106 〇

各項目評価は目標と同じく使用量、排出量等で行う。

取組み項目 単位 達成率
（％）

評価

評価



G.環境経営計画 2020年〜2022年

推進責任者

①電気使用量の削減（全社）

・節電の呼びかけ、毎月の電力使用量の把握 事務部リーダー

・使用していない照明をこまめに消灯 事務部リーダー

・空調の設定温度の管理 事務部リーダー

・上記を交代の担当制にし、全員で意識する。 事務部リーダー

②化石燃料使用量削減

・ガソリン・軽油使用量、走行管理 収運部リーダー

・灯油使用量の確認管理 収運部リーダー

・低速走行の励行、急発進抑制呼びかけ 収運部リーダー

・アイドリングストップ実施、エアコンの適正温度設定 収運部リーダー

・車両点検・整備の励行 各部署リーダー

・重機をかけっぱなしにしない 中間処理部リーダー

  ・分別しやすいよう廃棄物ボックスを細分化 営業部・事務部リーダー

・廃棄物分別の徹底 営業部・事務部リーダー

・廃棄物ボックス最小限化 営業部・事務部リーダー

・廃棄ゴミから再資源化へ徹底・分別 営業部・事務部リーダー

・分別ラベル貼り付け 営業部・事務部リーダー

・節水の励行 中間処理部リーダー

・水道の蛇口を確実に閉める 中間処理部リーダー

・散水時節水の促進（出しっぱなしにしない） 中間処理部リーダー

・節水ステッカーの貼り付け 中間処理部リーダー

・排出現場（排出事業者）1次選別の徹底 営業部リーダー

・混合廃棄物の選別の細分化 中間処理部リーダー

５）グリーン購入の促進(事務所）

・事務所エコ商品の購入 事務部リーダー

・消耗品(紙類）エコ商品の導入 事務部リーダー
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４）中間処理再資源化率の向上（中間処理）

1）二酸化炭素排出量の削減取組み

２）廃棄物排出量の削減（全社）⇐一廃、産廃共有

３）水使用量の削減



H.1)環境経営計画の取組結果と評価、次年度の取組内容
取組内容 取組結果 評価 次年度取組内容

1 電気使用量

・空調機・照明器具の定期的な
清掃・交換
・未使用電源のOFF
・設備点検
・人がいない時は必ず消灯
・交代の担当制にする
・付けたら消す習慣を
・空調に頼りすぎず服装で調整

業者によるフィルターの定期
清掃の実施
ステッカーによる啓発
ミーティングでのアナウン
ス。
交代制で担当をしたことで無
理なく行え、個々に定着して
きた。

△

次年度も継続をする。

次年度はこのままこの体
制でいき、よりよい方法
があればどんどん取り入
れていく

2
軽油：収運車両
：リフト：重機

・エコドライブの徹底
・毎日の車両整備、点検
・配車ルート再確認の強化
・最短ルートで巡行

リーダーによる朝礼での促し
リーダーによるチェック体制
車両点検の義務化で破損個所
や傷に気が付くようになっ
た。

〇 次年度も継続

3
ガソリン
：営業・事務所

・エコドライブの徹底・確認
・営業ルートの確認

朝礼でのアナウンスにより
意識向上

〇 次年度も継続

4 灯油使用量
・暖房機器の未使用時のOFF
・服装で調整

暖房機器での使用は意識がさ
れているが、使用の用途が増
えた（高圧洗浄機での洗車）

△

次年度も継続し、
洗車時の高圧洗浄機の使
用の頻度、洗車の仕方を
精査する

5 水使用量

・水道配管の漏れを定期的に
点検
・ステッカーによる節水
アナウンス

完全実施
啓発ステッカーの場所を再度
確認
・洗車時に水を流しっぱなし
で行っていたが順序を踏まえ
て洗車

〇

次年度も継続
（ホースを手元でON・
OFFすることのできるも
のに切り替えるとよい）

6
一般廃棄物
排出量

・裏紙の活用・両面印刷
・個人廃棄物は持ち帰る
・分別ラベルで意識付け

書き損じなどは裏紙として再
利用の徹底。
個人廃棄物は持ち帰り徹底し
たことで60％削減につながっ
た

〇 次年度も継続

7
産業廃棄物
排出量

・現場での分別徹底
・排出事業者への声がけ

可能な限り実施した。
少しずつではあるが、排出事
業者に声がけをしたことで多
少の分別変化有。意識が高
まった。

〇 次年度も継続

8 グリーン購入 環境に配慮した物品の購入 製品を選んで購入 〇 次年度も継続

評価基準
※環境管理責任者及びリーダーによるミーティングで引継ぎを周知徹底する

環境目標

〇：実施 △：ほぼ実施 ×：実施不足

8



2)環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価結果並びに違反、訴訟等の有無
環境関連法規等一覧表（兼遵守確認）        遵守項目は〇をつける

関連法令 条項 遵守確認 備考/コメント等

家電・小型家電リサイク
ル法

６〜８条 ●

１４条 ●

●

●

１２条 ●

３条 ●

１４条 ●

１２条 ●

１４条 ●

令６条 ●

8条 ●

7条 ●

●

●

道路交通法 ４２，４８条 ●

自動車ＮＯｘ・ＰＭ法 4条 ●

グリーン購入法 ５条 ●

フロン排出抑制法 16条 ●

作成者 作成日 遵守確認者 遵守確認日

橋本 2020年6月30日 橋本 2023年7月14日

物品等の購入においてできる限り環境物品等を選択する

簡易点検の実施及び記録の保管（3ヶ月に1回）

遵守事項

設置届

保守点検・清掃の実施、法廷検査（年１回）

道路交通法の遵守(過積載・定期点検整備等）

適用車両の使用（自動車検査証で確認）

引き取り業者への適正な引き渡、リサイクル料金の支払
い

処理業の許可の認可、廃止時の委託者への通知

運搬車両に「産業廃棄物収集運搬車」を表示

収集運搬時にマニフェストと許可証を携行

産業廃棄物管理表（マニフェスト）の管理、処分実績の
報告提出

9

また、過去、関連機関から特に指摘指導はなく、起訴も1件もありませんでした。

※上記環境関連法については、遵守チェック表により確実に法規を遵守していることを確認しました。

廃掃法
(処分業、排出事業者）

令６条

愛知県条例
(廃棄物の適正な処理に
関する条例）

浄化槽法 4、10，11条

廃棄物の排出を抑制し、適正処理を実施する

処理困難通知を行う

委託契約書の締結及び保存

再委託・名貸しの禁止

水銀使用製品産業廃棄物（収運時は専用容器、破損対策
実施）
愛知県条例による県外産業廃棄物の搬入届と実績報告を
行う
委託先の現地確認（都度現地確認、継続使用先は1回／
年）



【環境経営方針】変更の必要性： □ 有 ■ 無

【環境経営目標】変更の必要性： ■ 有 □ 無

【環境経営計画】変更の必要性： ■ 有 □ 無

【実施体制】 変更の必要性： □ 有 ■ 無

△ ○

○ ○

○ ○

〇 ○

○ ○

〇 ○

○ ○

○ ○

保管：EA21事務局

実施日：2023 年  11 月 4 日

代表者 環境管理責任者

長内 橋本

代表者による見直し

変更の必要性の有無・指示事項

目標項目
目標値
達成
状況

経営計画
実施状況

[目標・環境経営計画の達成状況]
管理責任者の

代表者への報告及び
改善への提案

外部からの環境に関する苦情や要望
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※変更有の場合

 電力使用量の削減についての達成状況をふま
え、環境経営目標の値を見直し、また環境経営計
画にの電力量の削減には、定期的なエアコン内部
の清掃を加え、経過と実績を見ていく。

電力使用量は気候の寒暖差
が大きかったこともあり、
増加傾向にある。（主にエ
アコンの使用量の増加が考
えられる）
それ以外は、目標を達成し
ているので今後も継続的に
進めて行く。

環境目標達成状況及び環境活動計画達成評価 ：○達成、×未達

全体的に良いと思います。工場内の安全配慮も大変良いです。
燃料費が高騰していることもあり、今後、車両毎の燃料費を減らす努力が必要と思います。
5Sの推進はもちろん、循環型社会の推進をさらに進め資源活用に努めたいと思います。

[総括]（代表者による全体の評価と見直し）

環境に配慮した項目
（リサイクル率の向上）

環境関連法規などの遵守状況

代表者による全体の評価と
見直し・指示

産業廃棄物排出量削減

水使用量の削減

グリーン調達の推進

軽油使用量削減

ガソリンの使用量削減

一般廃棄物排出量削減

電力使用量の削減

見直しに必要な情報


